
林野庁中部森林管理局 2025/№253

2024春

特集
・令和7年度中部森林管理局の取組ポイント
・安心な暮らしと安全な環境を守る治山事業

シリーズ
・現場最前線からの便り、私の森語り、中部の保護林、
秘蔵写真・今は昔の林業

写真：松川大橋から北アルプスを臨む（中信署管内）

春の風物詩として
五竜岳山頂直下に
武田菱が出現します
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□
□
□
□
□
□
わ 

□
□
□
□
□ 

四
月
十
一
日
□
令
和
七
年
度
の
中
部
森

林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て
記
者
発
表

を
行
い
ま
し
た
の
で
□
重
点
取
組
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
□ 

 

Ⅰ 

安
心
な
暮
ら
し
と 

安
全
な
環
境
を
守
る
た
め
に 

○
地
域
の
安
全
□
安
心
の
確
保
と
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
治
山
対
策
を
推
進
し
ま

す
□ 

◆
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応 

・
令
和
六
年
七
月
□
長
野
県
上
高
地
の

六
百
沢
で
発
生
し
た
土
石
流
発
生
箇
所

に
□
応
急
復
旧
対
策
と
し
て
厳
冬
期
に

セ
ン
サ
□
及
び
強
靭
ワ
イ
ヤ
□
ネ
□
ト

の
設
置
を
観
光
シ
□
ズ
ン
前
に
終
了
□

今
後
本
格
的
な
復
旧
対
策
に
着
手
予
定

で
す
□ 

・
令
和
六
年
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
流
出

に
対
し
□
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ

り
復
旧
対
策
に
着
手
し
ま
す
□
富
山
県
黒

部
峡
谷
□□ 

◆
災
害
予
兆
へ
の
対
応 

・
山
地
災
害
発
生
時
の
み
な
ら
ず
□
災
害

の
予
兆
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
□
状
況

に
応
じ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
□
調
査
を
実
施

し
ま
す
□ 

◆
通
信
環
境
の
確
保 

・
最
新
の
衛
星
技
術
で
あ
る
□
低
軌
道
衛

星
通
信
□
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
山
間

奥
地
で
の
通
信
手
段
を
確
保
し
□
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
の
監
視
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
□
気
象
予
測
と
あ
わ
せ
た
早
期
の

警
報
発
令
に
も
役
立
て
て
い
き
ま
す
□ 

 
 

Ⅱ 

林
業
技
術
の
向
上
に 向

け
た
取
組 

○
伐
採
か
ら
再
造
林
□
保
育
に
至
る
収
支

の
プ
ラ
ス
転
換
に
向
け
□
国
有
林
の
フ
□

□
ル
ド
を
活
用
し
て
□
技
術
の
普
及
□
低

コ
ス
ト
化
・
効
率
化
の
実
証
を
推
進
し
ま

す
□ 

◆
５
年
後
の
実
用
化
を
目
指
し
た 

技
術
開
発 

・
エ
リ
□
ト
ツ
リ
□
等
の
コ
ン
テ
ナ
苗

に
超
緩
効
性
肥
料
□
肥
料
の
効
果
が
約
七

〇
〇
日
以
上
継
続
□
を
用
い
□
更
な
る
成

長
促
進
効
果
の
検
証
□
下
刈
回
数
の
削
減

に
よ
る
省
力
化
を
推
進
し
ま
す
□ 

・
電
動
一
輪
車
を
用
い
て
人
力
運
搬
に

か
か
る
省
力
化
□
軽
労
化
を
検
証
し
ま
す
□ 

 
 

中
部
森
林
管
理
局 

令
和
七
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト 

約５ｍ 

災害予兆に応じたヘリコプター調査（中信署管内） 

応急復旧対策として強靭ワイヤーネットを設置（上高地、地上高は約５ｍ） 

電動一輪車での運搬イメージ（コンテナ苗） 

コンテナ苗のほか、獣害用の防護柵資材等の運

搬の省力化、軽労化も検証します 
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◆
造
林
技
術
検
討
会
の
開
催 

・
新
旧
の
林
業
技
術
に
対
す
る
知
見
を

深
め
る
た
め
□
現
地
検
討
会
を
開
催
し
□

そ
の
成
果
を
林
業
事
業
体
等
と
共
有
し

ま
す
□ 

令
和
六
年
度
は
□
枝
打
ち
の
新
し
い
機

材
を
使
□
た
造
林
技
術
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
□
枝
打
ち
の
必
要
性
や
技
術
の

伝
承
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
□
高
性
能
化
さ

れ
た
新
し
い
機
材
が
□
今
の
時
代
の
木
材

生
産
に
ど
の
よ
う
に
マ
□
チ
し
て
い
く

の
か
を
現
場
で
検
討
し
ま
し
た
□
今
後
も

同
様
の
取
組
が
行
え
る
か
検
討
中
で
す
□ 

(

右
の
写
真
は
□樹
木
を
挟
む
よ
う
に
セ
□
ト
し

た
枝
打
ち
機
が
回
転
し
な
が
ら
上
昇
し
□
枝
を

自
動
判
定
し
て
チ
□
□
ン
ソ
□
で
切
断
を
行
う

様
子) 

◆
地
域
特
性
に
応
じ
た 

集
材
技
術
の
向
上
と
普
及
の
取
組 

・
急
峻
な
地
形
が
多
い
当
局
管
内
で
は

作
業
道
の
開
設
が
困
難
な
た
め
に
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
架
線
集
材
に
よ
り

木
材
の
搬
出
を
行
う
事
例
も
多
く
あ
り

ま
す
□
山
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
搬
出
方
法

と
し
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
□
素
材

生
産
事
業
者
の
協
力
の
も
と
□
架
線
集
材

を
行
う
技
能
者
の
育
成
や
作
業
の
効
率

化
□
技
術
の
継
承
を
目
的
と
し
た
現
地
検

討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
□
令
和
七
年
度

は
長
野
県
木
曽
地
域
の
生
産
請
負
事
業

地
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
□ 

Ⅲ 

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り 

○
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
や
花
粉
対
策
な

ど
多
様
で
健
全
な
森
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
□ 

◆
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
の
具
体
化 

・
有
識
者
に
よ
る
提
言
を
踏
ま
え
た
森

づ
く
り
の
候
補
地
を
令
和
六
年
度
森
林

計
画
に
お
い
て
選
定
し
ま
し
た
□
広
葉
樹

二
次
林
の
伐
採
や
更
新
の
方
法
に
関
す

る
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
□ 

 

◆
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
を
加
速 

・
政
府
が
策
定
し
た
花
粉
発
生
源
対
策

に
お
い
て
□
令
和
十
五
年
度
ま
で
の
十
年

間
で
ス
ギ
人
工
林
を
約
二
割
削
減
す
る

と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
□
伐
採
と
植
替

え
を
加
速
化
し
ま
す
□ 

・
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
ス
ギ
が
多

く
分
布
す
る
長
野
県
北
信
地
方
□
岐
阜

県
飛
騨
地
方
を
中
心
に
□
ス
ギ
人
工
林

の
主
伐
□
伐
採
□□
再
造
林(

植
替
え
□

の
予
定
箇
所
を
増
加
し
ま
す
□ 

 

Ⅳ 

そ
の
他
の
取
組 

◆
伝
統
技
術
の
継
承 

・□
木
の
文
化
□
を
支
え
る
側
面
か
ら
□

木
曽
地
方
の
国
有
林
に
お
い
て
□
伝
統
的

な
伐
採
手
法
で
あ
る
□
三
ツ
紐
伐
り
□
の

技
術
継
承
に
協
力
し
ま
す
□□
三
つ
紐
伐

り
□
は
□
三
方
向
か
ら
斧
を
入
れ
て
伐
採

す
る
方
法
で
□
木
材
の
割
れ
や
裂
け
を
防

ぎ
□
安
全
に
正
し
い
方
向
へ
伐
倒
で
き
る

こ
と
か
ら
□
大
径
材
を
伐
倒
す
る
際
に
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
□ 

森林計画で選定された広葉樹の森づくり候補地 

（北信署 黒姫山国有林） 

「三ツ紐伐り」の練習風景（木曽署 王滝国有林） 

三方向から斧を入れて伐採するには技術を要する 

架線集材現地検討会（南木曽支署） 
木曽地域の生産請負事業地で開催 
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台風による被害の様子「受け流す柵」のみが損壊し、 
周辺の柵への被害は見られない(愛知所管内) 

3 

◆
新
た
な
獣
害
対
策
の
取
組 

・
深
刻
化
す
る
シ
カ
の
食
害
に
対
す
る

獣
害
防
護
柵
に
つ
い
て
□
沢
部
の
柵
と
周

囲
の
柵
を
切
り
離
し
□
一
部
を
壊
れ
易
く

す
る
こ
と
で
周
囲
の
柵
を
倒
壊
に
巻
き

込
ま
な
い
□
受
け
流
す
柵
□
を
新
た
に
考

案
し
ま
し
た
□
愛
知
事
務
所
□□ 

既
設
の
柵
も
簡
易
に
改
修
可
能
な
こ
と

か
ら
普
及
を
推
進
し
ま
す
□

 

 

※
□
受
け
流
す
柵
□
は
□
令
和
六
年
十
一

月
に
開
催
さ
れ
た
国
有
林
野
事
業
業
務

研
究
発
表
会
の
森
林
技
術
部
門
で
□
林
野

庁
長
官
賞
□
最
優
秀
賞
□□□□
職
員
が
選

ぶ
業
務
研
究
大
賞
□
を
受
賞
し
ま
し
た
□ 

 

令
和
七
年
度
の
ト
ピ
□
ク
ス 

◆
山
仕
事
カ
ス
タ
ム
カ
□
製
作
！ 

・□
林
道
を
走
破
で
き
る
地
上
高
の
高
い

車
体
□□□
汚
れ
た
道
具
類
も
格
納
で
き
る

広
い
荷
室
□
と
い
□
た
現
場
の
声
に
応
え

る
た
め
□
保
有
す
る
軽
車
輌
を
改
装
し
□

□
快
適
・
き
れ
い
・
使
い
や
す
い
□
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
□
機
能
的
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
カ
ス
タ
ム
カ
□
を
製
作
し
ま
し
た
□ 

今
後
□
現
場
で
の
利
用
を
通
じ
□
よ
り

機
能
的
な
車
両
と
な
る
よ
う
改
良
点
を

探
□
て
い
き
ま
す
□ 

 

◆
も
□
と
知
□
て
も
ら
い
た
い 

我
が
職
場 

・
各
種
行
事
で
着
用
で
き
る
ジ
□
ケ
□

ト
と
帽
子
を
製
作
し
ま
し
た
□
職
員
に

よ
る
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
は
□
当
局
の

業
務
を
表
現
し
た
ア
イ
コ
ン
を
ち
り
ば

め
ま
し
た
□
イ
ベ
ン
ト
等
で
見
か
け
た

際
に
は
□
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
□ 

 
 
 
 
 

□
企
画
調
整
課
□ 

 

 

 

 
（写真上） 

・標準車比35mm アップの最低地上高 

（たかが 35mm、されど 35mm なのです） 

・砂利道の跳石から車輌下部を守るための 

アンダーカバーを装着 

（写真右） 

・開閉式のテーブルは、撮影した映像を現地

で確認するためモニターとパソコンを置くなど

用途に応じ活用できる耐荷重仕様 

・荷室には金属製フレームの棚を作設し、 

作業で汚れた長靴や鋤簾や下刈り鎌なども

入るアルミ製引き出し道具箱も製作 

 

※
令
和
□
年
度
中
部
森
林
管
理
局
□

取
組
□
詳
細
□
□
当
局
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
読
□

込
□
□
□
□
□
□
□ 
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民有林直轄治山事業地 

板取川地区 

常願寺川地区

姫川地区

小渋川地区 

松川入地区 

浅間山

4 

□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□ 

□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□ 

中
部
森
林
管
理
局
管
内
は
□
日
本
ア

ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
急
峻
な
山
岳

地
帯
を
有
し
□
中
央
構
造
線
と
糸
魚
川
・

静
岡
構
造
線
が
管
内
で
交
差
す
る
と
い

う
地
形
的
・
地
質
的
に
極
め
て
特
異
な
地

域
と
な
□
て
い
ま
す
□
ま
た
□
御
嶽
山
や

浅
間
山
□
焼
岳
等
の
活
火
山
も
存
在
し
□

地
震
や
火
山
活
動
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク

が
高
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
□
加
え
て
□

近
年
の
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
□
台

風
や
大
雨
の
発
生
頻
度
が

増
加
□
規
模
も
拡
大
傾
向
に

あ
り
□
毎
年
多
く
の
山
地
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
□
こ

う
し
た
災
害
や
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
た
め
□
国
有
林
内

で
の
事
業
の
ほ
か
□
民
有
林

内
で
の
大
規
模
な
荒
廃
地

の
復
旧
や
地
す
べ
り
防
止

対
策
な
ど
を
国
が
直
接
実

施(

直
轄
治
山
事
業)

す
る

こ
と
に
よ
り
□
地
域
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
と
環
境

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
□ 

 
 

中
部
局
で
は
□
豪
雨
や
地
震
等
に
よ

る
大
規
模
な
山
地
災
害
が
発
生
し
た
場

合
□
国
有
林
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
□
被

害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
□
県
や
市
町
村

と
も
調
整
・
連
携
の
う
え
□
ヘ
リ
コ
プ
タ

□
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
□
お
お
よ
そ
の
被
害
規
模
や
被
災

状
況
を
確
認
し
□
関
係
機
関
へ
情
報
提
供

を
行
う
ほ
か
□
森
林
土
木
技
術
者
の
派
遣

等
に
よ
り
□
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向
け

た
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
□ 

令
和
六
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
□
富
山
県
の
国
有
林
及
び
民

有
林
の
林
地
被
害
等
の
現
状
を
早
期
に

把
握
す
る
た
め
□
県
と
合
同
で
上
空
か
ら

調
査
を
実
施
し
□
新
た
な
崩
壊
地
等
の
発

生
が
な
い
か
確
認
を
行
う
と
と
も
に
□
調

査
結
果
を
当
局
の
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
ま
し

た
□
こ
の
地
震
で
は
石
川
県
能
登
地
方
に

お
い
て
多
数
の
山
地
災
害
が
発
生
し
□
人

命
□
人
家
□
公
共
施
設
等
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
ま
し
た
□
二
次
災
害
の
防
止
と
早

期
復
旧
が
求
め
ら
れ
□
石
川
県
か
ら
林
野

庁
本
庁
を
通
じ
□
集
落
や
公
共
施
設
裏
の

森
林
や
治
山
施
設
の
点
検
□
山
地
災
害
発

生
箇
所
の
現
地
調
査
等
を
行
う
た
め
の

技
術
的
な
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
□
こ

れ
を
受
け
□
民
有
林
の
山
地
災
害
対
策
業

務
を
支
援
す
る
た
め
□
能
登
半
島
地
震
山

地
災
害
緊
急
支
援
チ
□
ム
□
へ
当
局
の
職

員
を
派
遣
し
ま
し
た
□ 

今
後
も
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

向
け
迅
速
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
□ 

 
 
 
 

安
心
な
暮
ら
し
と
安
全
な
環
境
を 

守
る
治
山
事
業 

災 

害 

対 

応 

県と合同で実施した 

ヘリコプターによる 

上空からの現地把握 

（富山空港） 

中部局管内で交差する中央構造線と糸魚川・静岡構造線 

ヘリコプター機内での 

撮影の様子 
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□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

□
□
□
□

中
部
局
で
は
□
広
範
囲
か
つ
高
密
度
・

高
精
度
な
地
形
デ
□
タ
の
取
得
が
可
能

な
航
空
レ
□
ザ
計
測
に
よ
る
地
形
デ
□

タ
の
整
備
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

現
在
□
管
内
ほ
ぼ
全
域
の
デ
□
タ
を

整
備
し
て
お
り
□
取
得
デ
□
タ
か
ら
□
地

形
の
凹
凸
が
直
感
的
に
わ
か
る
陰
影
図

を
作
成
し
□
林
内
の
治
山
施
設
の
確
認
や

新
た
な
施
設
を
計
画
す
る
際
に
も
活
用

し
て
い
ま
す
□ 

災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
□
発

生
前
後
の
地
形

デ
□
タ
を
利
用

し
て
そ
の
標
高

差
を
比
較
□
差
分

解
析
□
す
る
こ
と

に
よ
り
土
砂
の

移
動
状
況
や
堆

積
の
状
況
を
把

握
し
□
関
係
者
と

情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
迅
速

な
災
害
復
旧
に

活
用
し
て
い
ま

す
□
一
ペ
□
ジ
の

記
事
も
ご
参
照

く
だ
さ
い
□□□ 

治
山
工
事
で
は
□
ド
ロ
□
ン
等
の
撮
影

画
像
か
ら
作
成
し
た
３
次
元
測
量
デ
□

タ
を
使
い
□
自
動
車
の
自
動
運
転
に
近
い

機
能
を
建
設
機
械
に
登
載
す
る
な
ど
□
Ｉ

Ｃ
Ｔ
□
情
報
通
信
技
術
□
の
活
用
が
進
ん

で
い
ま
す
□ 

ま
た
□
近
年
は
□
衛
星
イ
ン
タ
□
ネ
□

ト
ア
ク
セ
ス
サ
□
ビ
ス
の
活
用
に
よ
り
□

通
信
が
困
難
で
あ
□
た
山
間
僻
地
で
も

デ
□
タ
通
信
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
□
ウ

□
ブ
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
遠
隔
で
現
場
の

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
施
工
管
理
の

効
率
化
が
進
む
と
と
も
に
□
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
高
精
度
の
気
象
予
測
を
把
握
し
て

施
工
の
安
全
確
保
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
□

新
技
術
の
活
用
に
よ
る
働
き
方
改
革
が

進
ん
で
い
ま
す
□ 

ICT 建設機械による施工 

航空レーザ計測で取得したデータによる差分解析（令和６年 上高地 六百沢土石流災害箇所） 

新

技

術

の

活

用

青色は地面が低くなる＝削られた

赤色は地面が高くなる＝堆積した

崩壊地から流出した土砂は

六百沢に堆積した

この場所へ応急復旧工事として

強靭ワイヤーネットを設置

（写真上） 

三次元測量データ等を搭載した建設機

械が施工する様子。通常の工事と変わ

らないように見える。 

 

 

 

（写真右） 

建設機械のキャビン内の様子。 

あらかじめ取り込んだ三次元測量デー

タに基づいて施工する様子が、登載した

タブレットに映し出されている。 
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□
□
□
□
□
わ 

中
部
局
で
は
□
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
る
水
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
等
を
踏
ま

え
□
あ
ら
ゆ
る
関
係
者(

国
□
流
域
自
治

体
□
企
業
□
住
民
等)
が
協
働
し
て
流
域

全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
□
流
域
治
水
□

の
取
組
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

全
国
の
一
級
水
系
等
で
は
□
河
川
整
備

に
加
え
□
重
点
的
に
実
施
す
る
治
水
対
策

の
全
体
像
を
ま
と
め
た
□
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
□
ク
ト
□
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
□
林

野
庁
が
実
施
す
る
□
森
林
整
備
・
治
山
対

策
□
を
こ
の
プ
ロ
ジ
□
ク
ト
に
位
置
付
け
□

そ
れ
ぞ
れ
の
水
系
の
国
有
林
等
に
お
い

て
□
土
砂
・
流
木
の
流
出
を
抑
制
す
る
た

め
の
治
山
ダ
ム
の
設
置
や
森
林
整
備
を

行
□
て
い
ま
す
□ 

ま
た
□
国
交
省
が
行
う
砂
防
事
業
と

連
携
し
た
取
組
も
実
施
し
て
い
ま
す
□
過

去
に
流
木
災
害
が
発
生
し
□
下
流
域
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
神
通
川
水
系
□
富

山
□
岐
阜
両
県
に
ま
た
が
る
神
通
川
流
域
□

で
は
□
国
交
省
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所

と
の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
□
流
域
全
体

の
流
木
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
□

神
通
川
流
域
の
上
流
域
に
位
置
す
る
高

原
川
流
域
□
岐
阜
県
高
山
市
ほ
か
□
に
お

け
る
流
木
対
策
計
画
を
相
互
で
情
報
共

有
□
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
□
事
業

箇
所
の
合
同
現
地
踏
査
を
実
施
し
ま
し

た
□
今
後
も
□
関
係
機
関
と
連
携
し
て
□

事
前
防
災
対
策
の
一
層
の
加
速
化
を
進

め
る
考
え
で
す
□ 

 
 
 
 

日
本
で
は
毎
年
約
一
□
四
〇
〇
箇
所
で

山
地
災
害
が
発
生
し
て
お
り
□
管
内
の
四

県
で
は
□
富
山
九
□
長
野
一
〇
三
□
岐
阜

二
四
□
愛
知
二
九
の
合
計
一
六
五
箇
所

□
直
近
五
カ
年
の
平
均
□
と
全
体
の
一
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
□
発
生
時
期
は
□

梅
雨
時
か
ら
台
風
時
期
に
あ
た
る
六
月

か
ら
九
月
に
集
中
し
て
お
り
□
特
に
七
月

の
一
□
月
間
だ
け
で
五
割
近
く
に
な
り

ま
す
□ 

普
段
か
ら
自
分
の
身
近
に
危
険
な
箇

所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
□

災
害
に
備
え
る
た
め
に
大
切
で
す
□
ま
た
□

山
地
災
害
が
起
き
る
多
く
の
場
合
で
は

事
前
に
□
山
の
斜
面
か
ら
石
が
落
ち
て
き

た
□□
川
が
に
ご
□
た
□□
水
位
が
下
が
□

た
□
と
い
□
た
□
危
険
信
号
と
思
わ
れ
る

変
化
が
キ
□
□
チ
で
き
ま
す
□
危
険
信
号

を
キ
□
□
チ
し
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
□
災

害
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
て
安
全
を
確
保
し
ま
し
□

う
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 

□
治
山
課
□ 

         

（写真上）↑ 

富山県 片貝国有林に設置した独立 

基礎型流木捕捉工による捕捉状況 

（※堆積した流木は除去し、捕捉工

の機能は回復済み、右上は捕捉前） 

（写真右）→ 

国土交通省との合同現地踏査 

(岐阜県高山市 白谷砂防堰堤群)  

関
係
機
関
と
連
携
し
た 

「
流
域
治
水
」等
の
取
組 

令和７年度 山地災害防止キャンペーン 

5 月20 日(火)から 6 月30 日（月） 

本
格
的
な
梅
雨
期
を
前
に 
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□ 
□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□
□
□ 

□
□
□ 

□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□ 

□ 

□ 

わ 

□
□
□
□
わ 

□
わ
□
□ □

□
□ 

□ 

□
□ 

□
岐
阜
森
林
管
理
署 

岐
阜
西
部
治
山
事
業
所
□ 

治
山
技
術
官 
加
藤 

里
実 

 

岐
阜
西
部
治
山
事
業
所
は
□
岐
阜
市

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
華
山
の
ふ
も
と

に
所
在
し
て
い
ま
す
□
所
管
す
る
区
域

は
□
長
良
川
上
流
と
揖
斐
川
流
域
の
国

有
林
内
で
□
北
は
郡
上
市
白
鳥
町
□
西

は
福
井
県
境
の
揖
斐
川
町
に
ま
で
及
び

ま
す
□ 

治
山
業
務
と
し
て
は
□
主
に
工
事
監

督
に
お
け
る
現
地
の
立
会
い
や
予
算
管

理
の
ほ
か
□
今
後
工
事
を
計
画
す
る
箇

所
の
調
査
や
設
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
□ 

揖
斐
川
流
域
上
流
の
川
上
国
有
林

で
は
□
度
重
な
る
豪
雨
に
よ
り
□
福
井

と
の
県
境
に
あ
る
観
光
地
の
夜
叉
ケ
池

へ
向
か
う
道
路
で
土
砂
の
流
出
が
発
生

し
ま
し
た
□
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
□

安
心
し
て
通
行
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
□
現
在
治
山
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
□ 

工
事
の
実
行
箇
所
は
山
奥
が
多
い

で
す
が
□
岐
阜
市
の
金
華
山
国
有
林
や

美
濃
市
に
あ
る
古
城
山
国
有
林
な
ど
の

都
市
近
郊
林
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
□ 

古
城
山
で
は
□
集
中
豪
雨
の
際
に
林

地
が
浸
食
さ
れ
□
さ
ら
に
□
浸
食
に
よ

□
て
発
生
し
た
土
砂
の
一
部
が
下
流
域

の
住
民
の
住
宅
ま
で
流
出
す
る
事
態
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
□
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
□
治
山
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
□ 

金
華
山
は
年
間
を
通
し
て
観
光
客
が

多
く
民
家
も
近
接
し
て
い
る
た
め
□
工

事
の
実
施
に
あ
た
□
て
は
地
元
住
民
へ

の
説
明
や
□
金
華
山
が
指
定
さ
れ
て
い

る
文
化
財
保
護
法
□
景
観
法
□
風
致
条

例
等
の
多
く
の
法
令
制
限
に
関
す
る
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
□
工
事
の
実

行
前
に
こ
の
よ
う
な
調
整
を
確
実
に
実

施
す
る
こ
と
も
重
要
な
業
務
の
一
部
に

な
り
ま
す
□ 

■
未
来
□
担
□
手
□
□
□
□
□
□
□ 

 

近
年
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発

す
る
傾
向
が
強
ま
□
て
お
り
□
地
域
に

よ
□
て
は
今
ま
で
に
な
い
激
甚
な
災
害

が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な
□
て
い
ま

す
□ 山

地
災
害
の
未
然
防
止
と
災
害
発
生

時
の
早
期
復
旧
に
対
応
す
る
治
山
事
業

が
担
う
役
割
は
非
常
に
重
要
で
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
□
一
緒

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
□ 

 

金華山国有林の全景（ヘリからの撮影） 

床掘検査（基準の高さまで掘削されているか確認）中の筆者 

揖斐川流域、川上国有林内の谷止工 
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□ 

□
ひ
の
き
の
創
造
的
ア
□
プ
サ
イ
ク
ル
□ 

      

■
自
己
紹
介 

電
力
会
社
へ
就
職
す
る
も
一
年
余
り

で
辞
め
□
家
具
製
作
の
父
の
後
を
継
ぐ
た

め
名
古
屋
で
修
行
□
地
元
に
戻
り
既
に
四

〇
年
□
注
文
家
具
と
し
て
の
依
頼
を
□
お

客
様
の
ご
要
望
に
１
２
０
％
で
応
え
る
□

□
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
□
を
モ
□
ト
□
と
し

て
□
前
例
の
な
い
も
の
に
チ
□
レ
ン
ジ
を

し
て
い
く
精
神
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
□ 

■
活
動
内
容 

家
具
製
作
で
出
る
端
材
を
有
効
活
用

し
た
い
□
今
ま
で
に
無
い
価
値
の
も
の
を

つ
く
り
た
い
□
ア
□
プ
サ
イ
ク
ル
作
品
と

し
て
何
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
□
と
思

□
て
お
り
ま
し
た
□
家
具
に
捉
わ
れ
ず
木

を
素
材
と
し
て
新
し
い
も
の
が
で
き
な

い
か
□
木
の
弱
点
で
あ
る
耐
水
を
克
服
す

れ
ば
新
し
い
も
の
が
創
造
で
き
る
の
で

は
な
い
か
□ 

そ
こ
で
ま
ず
□
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
共

同
で
キ
□
ン
プ
ギ
ア
で
あ
る
メ
ス
テ
□

ン
に
入
る
□
ひ
の
き
く
り
抜
き
皿
□
を
つ

く
り
□
協
力
会
社
と
共
に
液
体
ガ
ラ
ス
含

浸
に
て
耐
水
作
品
の
試
作
を
始
め
ま
し

た
□
う
ま
く
い
け
ば
□
木
の
皿
だ
け
ど
水

が
滲
み
な
い
□
汚
れ
に
対
し
て
洗
え
る
作

品
に
な
る
□
と
の
考
え
で
し
た
が
□
失
敗

に
次
ぐ
失
敗
□
割
れ
や
耐
水
な
ど
の
克
服

に
三
年
を
要
し
て
完
成
を
見
ま
し
た
□
木

の
温
も
り
を
持
つ
こ
の
一
枚
板
く
り
抜

き
皿
は
□
当
初
の
目
標
で
あ
□
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
□
ン
デ
□
ン
グ
で
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
□ 

次
は
ひ
の
き
の
□
手
洗
い
ボ
ウ
ル
□
に

挑
戦
と
意
気
揚
々
で
す
□□
手
洗
い
ボ
ウ

ル
□
は
丸
と
楕
円
で
の
製
作
□
端
材
を
鋭

角
な
三
角
に
加
工
し
□
扇
形
か
ら
円
を
描

く
よ
う
に

組
み
上
げ

る
の
で
□

端
材
の
サ

イ
ズ
は
ボ

ウ
ル
の
半

径
分
の
長

さ
が
あ
れ

ば
活
か
す

こ
と
が
で

き
ま
す
□
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
廃
棄
物
予

備
軍
が
材
料
と
し
て
使
え
ま
す
□ 

し
か
し
□
製
作
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

難
儀
に
難
儀
を
重
ね
□
果
た
し
て
も
の
に

な
る
の
か
と
何
度
思
□
た
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
□
や
が
て
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
ま

で
出
来
上
が
り
□
完
成
後
に
応
募
し
た
ウ

□
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
て
優
秀
賞
□
林
野
庁

長
官
賞
□
を
受
賞
し
ま
し
た
□
自
ら
考
え

た
作
品
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に

感
慨
深
く
有
り
難
か
□
た
で
す
□ 

■
メ
□
セ
□
ジ 

い
ま
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い
場
所

に
木
を
利
用
す
る
と
そ
れ
が
斬
新
さ
を

醸
し
出
し
ま
す
□ 

木
に
は
木
目
が
あ
り
□
そ
れ
は
魅
力
を

引
き
立
て
る
唯
一
無
二
の
も
の
で
□
木
の

優
し
さ
や
温
も
り
を
視
覚
・
触
覚
で
体
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
□ 

資
源
の
大
切
さ
□
端
材
の
有
効
利
用
と

廃
棄
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
□
新
た

な
価
値
の
創
造
と
ア
□
プ
サ
イ
ク
ル
□
無

駄
の
な
い
も
の
づ
く
り
へ
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
□ 

そ
し
て
□
チ
□
レ
ン
ジ
で
す
□ 

こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
の
失
敗
を
し
て

き
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
□
諦
め
な
い

こ
と
は
本
当
に
大
切
で
す
□ 

あ
と
一
歩
で
成
就
す
る
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
□
や
り
通
す

こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
い
つ
も
前
向
き

に
歩
ん
で
お
り
ま
す
□ 

日
本
の
山
に
豊
富
に
あ
る
資
源
□
新
し

い
価
値
を
創
造
し
□
そ
の
活
用
範
囲
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
□ 

■
連
絡
先 

岐
阜
県
多
治
見
市
小
泉
町5-136 

有
限
会
社 

山
本
木
工
所 

コ
□
ド
は
こ
ち
ら→

 
 

 

有限会社山本木工所 

代表取締役 

 山本
やまもと

 和彦
かずひこ

 

 

 

完成まで三年の年月を要した 

「ひのきくり抜き皿」 

メスティンにぴったりと納まる

「シンデレラフィット」サイズ 

軽くて使いやすい 

 

三角の端材から手洗いボウルを作る 

ひのきの「手洗いボウル」 

2024 年ウッドデザイン賞にて 

優秀賞（林野庁長官賞）を受賞

2025 年 3 月、ドイツでの見本市

に出展、好評を得ました 



所在地
長野県松本市

঱
ৈ
৉
ॣ
३
⑄
क़
খ
ॼ
ॠ
ൌ
૘
଻
৬
ණ
৳
૧
௔

設
定
目
的

ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
は
昭
和
三
年
に
我
が
国
で
最
初
に
発
見

さ
れ
た
、
国
内
で
は
上
高
地
及
び
梓
川
下
流
、
北
海
道
に
の

み
分
布
す
る
樹
種
で
す
。

ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
の
群
落
と
と
も
に
、
更
新
が
可
能
な
氾

濫
原
と
な
る
砂
礫
地
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

当
保
護
林
は
、
上
高
地
を
流
れ
る
梓
川
本
流
の
明
神
橋
か

ら
徳
沢
の
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

群
落
が
生
育
す
る
砂
礫
地
に
は
ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
の
稚
樹

や
大
木
が
生
育
し
て
お
り
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
を
主
体
に
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ハ
ル
ニ
レ
等
が
混

交
す
る
天
然
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ず
さ
が
わ

国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生物の生育・
生息の場となっている森林が多く残されています。
国有林野事業では、1915年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、森林や

野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・管理を行って
います。

お問い合わせ先：計画保全部計画課 ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
読み込んでください。
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第 253 号  令和 7 年 5 月 

□
□
□
□
□
□
□ 

       

□
裏
木
曽
□
そ
の
十
二
□
最
終
回
□ 

陸
揚

□

□

□

□ 

水

□
利

用

□
□
運

材
□

小

谷

狩

□
□
第

四

十

七
回
参
照
□
□
裏
木
曽

□
□
付
知
川
□
使
□
□
木

曽
川

本
流
□
合

流
す
□
□
□
行
□
□
□
□
□
元
々

□
□
□
□
□
□
後
□
木
曽
川
□
一
本
ず
□
□
□
□
流

□
□
□
□

大

川
狩

□
□
経

□
岐
阜

県

八
百

津

町
□

□

錦

織

綱

場

□
□
集

□
□
□
□
□
□
□
□
組

□
□
□

木
曽
川
下
流
□
名
古
屋
方
面
□
流
□
□
□
す
□ 

    
 

 
 

      

   

□
□
□
□
大

正

□
頃

□
□
木

曽

川

本

流

□
□
電

源

開

発
□
始
□
□
□
□
□
□
建

設
□
鉄

道

輸

送
□

台

頭

□
川

□
使

□
□
運

材

□
衰

退

□
時

代

□
迎

□
□
す
□
裏
木
曽
□
□
大
正
末
期
□
中
津
町
□
現

在
□
中
津

川

市

中

心
部

□
□

下
付

知

間
□
北

恵

那

鉄

道

□
開

通

□
□
木

材

□
鉄

道

□
運

□
時

代

□
到
来
□
□
す
□ 

 

裏

木

曽

□
木

材

□
□

小

谷

狩

□
□
付

知

川

□
下

付

知
□
□
運
□
□
□
川

□
□
陸

揚

□
□
□
□
北

恵

那
鉄
道
□
貨
車
□
積
□
□
□
□
□
□
木
材
□
陸
揚

□
す
□
土
場

□
北

恵

那

鉄

道
下

付

知

駅
□
結
□

□
□
□
□
□
□
□
斜

面

□
□
□
□
□
敷
□
□
□
□
□
□

□
巻

□
上

□
昇

降

□
□
□
□
施

設

□
□
□
□
□
□

□
□
□
す
□
陸
揚
□
□
木
材
□
運
搬
□
川
□
利
用

□
□
時

代

□
鉄

道

□
利

用

□
□
時

代

□
過

渡

期

□
登
場
□
□
独
特
□
風
景
□
□
□
□
□
□
□ 

昭

和

十

年

代

前

半

□
□
付

知

森

林

鉄

道

□

完

成

□
□
山

□
□
下

付

知

□
□
□
木

材

輸

送

□

鉄

道

□
□
切

□
替

□
□
付

知

川

□
利

用

□
□
運

材
□
完

全
□
終
□
□
□
す
□
□
□
□
昭

和
三

十

年

代

□
□
□
□
□
□
木

材
□
輸

送
□
林

道

□
利

用
□

□
□
□
□
□
□
行
□
□
□
時
代
□
□
□
□
裏

木
曽

□

森
林
鉄
道
□
□
□
消
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
す
□ 

一

年

間

に

渡

る

シ

リ

□

ズ

で

□

裏

木

曽

□

の

林

業

風

景

を

見

て

参

り

ま

し

た

□
ご

協

力

頂

い

た

東

濃

森

林

管

理

署
・

中

津

川

市

の

関

係

者

の

皆

さ

ん

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

□ 

 

□
□
□
紹

介

□
□
□
□
写

真

□
□
当

局

□
□
□
□
□
□
□
□

森

林

紀

行

□
□
紹

介

□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
写

真
□
□
□
時

代
□
時

□
超

□
□
！ 

□
□
□

□
□
写

真

□
紹

介

□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

当

□
□
□
□
□
□
下

記
□
□
□
□
読
□
込

□
□ 

□
□
□
□
□ 

昭

和

十

四

年

の

「

木

曾

飛

騨

御

料

地

位

置

図

」

を

元

に

運

材

の

ル

ー

ト

を

示

し

た

概

念

図 

第 48 回  

昭

和

十

年

代

前

半

頃

の

付

知

川

で

の

木

材

陸

揚

げ

風

景 

昭

和

二

十

年

代

頃

の

付

知

森

林

鉄

道

に

よ

る

運

材 

第 48 回  
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□
一
日
中
信
森
林
管
理
署
長
□
と
し
て 

み
ど
り
の
大
使
が
来
訪 

四
月
二
十
六
□
二
十
七
日
□
み
ど
り
の

大
使
□
の
佐
塚
こ
こ
ろ
氏
が
中
信
署
の
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
□
二
十
六
日
は
□
長

野
県
松
川
村
や
安
曇
野
市
内
の
国
有
林

で
森
林
整
備
□
治
山
事
業
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
□
二
十
七
日
は

□
一
日
中
信
署
長
□
と
し
て
上
高
地
開
山

祭
へ
出
席
し
□
中
信
署
の
果
た
す
役
割
や

事
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
□
た
ほ
か
□
令

和
六
年
に
発
生
し
た
六
百
沢
の
土
石
流

災
害
箇
所
で
実
施
さ
れ
た
応
急
復
旧
工

事
の
現
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メールマガジンへ登録いただくと、広報「中部の森林」

の発行日にデジタル版を配信します。 

（奇数月の発行を予定） 

メールマガジンの登録サイト 

https://mailmag.maff.go.jp/m/entry において 

配信を希望メールマガジンの中から 

中部森林管理局広報「中部の森林」を選択して下さい。 

広報 「中部の森林」 253 号 

発行：林野庁中部森林管理局 

編集：総務企画部 総務課 広報 

 

〒380-5875 長野県長野市栗田715-5 

電話：０２６－２３６－２５３１ 

https://www.rinya.maff.go.jp/chubu 
 

各地からの便りの詳細については、ホームページをご覧ください。 

フォトコンテスト 2025開催中！ご応募お待ちしております 

各
地
か
ら
の
便
り 

上高地の六百沢 応急復旧治山工事現場にて 

みどりの大使へ説明する若手職員 


